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教育 ・教育活動・支援が充実
・少人数だからできる教育の形・五感で体験できる教育の形

・小さい子供が少ない

高齢者

その他

その他

その他

・個人に合った暮らしの支援が必要
・買い物・通院の移動　除雪

移住 ・コワーキングスペースやスモールオフィス
住意識 ・変化やイノベーションへの興味や取り組みが必要

・生活水準に差が少ない
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自然が豊か

コミュニティ ・近所の人との付き合いが長く、助け合う文化があるので安心。
（その文化を大切にしたい）

・四季を感じる。自然の遊びが多い。
・海、山の食が豊富。

交通
・札幌、千歳、苫小牧、函館のと、交通利便性
・桜地区は不便
・高齢者は不便

スーパー
商店街 ・平等な分布は不要

・町内で済ませたい
・食料品店が必須

施設利用 ・図書館が狭い。良い本がある、もったいない。
・中央公民館が古い

子育て ・若い子育て家族を呼び込む
・幼児も遊べる場所
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住宅
サービス

住宅
セーフティネット

宅地

・ライフラインの整備
・水道管・光回線

・戸建ての賃貸住宅があるといい。

・土地の情報が少ない、分譲地が探せない。

人口減少

30～50代の人が少なく、高齢化が進む。
高齢者の働く場所の確保、雇用の充実（元気な老齢者の活躍の場）

福祉施設が移転する計画がある。

定住のきっかけ、決め手な何か。（雇用ー住まい）
若い移住者は、町の住宅に住んでいる。
新しい移住者が来て、活気がでているところもある。

子育てに関する意識の違いがある。
子育てする環境の充実が必要。

住宅性能が不十分な物件が多い。
すぐ入れる住宅が少ない。修繕等で手入が必要である。
風呂は無く、窓も割れていたり、立て付けが悪いなど、

入居前に、環境を整える必要がある。

気軽に住める住宅が見つからない。（”お試し住まい” のような）
ニーズに合う住まいが見つからない。
若い人たちが来る条件として、住まいは外せないはず。

季節労働者、短期労働者等への対応も考える必要がある。

漁業者を中心に住う場所に安定性がない。
漁業に携わる人の住宅、若い人・外国人の住宅が不足している。

空き家
空いている教員住宅は、空き家のまま利用されていない。
地域・立地によって公住が空いているところが目立つ
公住に、若い方が入れるようになれば、移住者が増えるのではないか。

政策 様々なタイプ、カタチを試験的にテストすることができたら良い。

自然を楽しむ、サーフィンを楽しむことができる。
豊浦の自然による暮らしの恩恵が引き継がれれば良い。

町内の移動手段や配達等は、見直す必要がある。
高齢者の移動手段の充実してほしい

山間部では買い物が不便
配達サービスの向上

住まいだけでなく、産業・暮らし・福祉との連携が大切
町と民間の連携が必要。

リノベーション 今あるものの手直しも大切（リホーム等）
お試し住まい ”お試し住まい” として公住を活用することはできないか。

政策 財政は大丈夫？
公営住宅を保つのか、取り壊すのか、今後の使い方を決めていく。

景観 公住の外壁の色！地域のための住宅


